第17回　小山市地域公共会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成24年5月24日　10:00～11:30
　□会　　場：小山市役所本庁舎３階　会議室４
　□出 席 者：生井（１号委員）、大山、中島、生沼、齋藤（以上、２号委員）

鉢村（３号委員）、椎橋、古川、峯（以上、４号委員）

小矢島（５号委員）、川中子（６号委員）、堀、青山、野寺（以上、７号委員）
永井（９号委員）、大森、早乙女、上野、亀山、長谷川（以上、10号委員）　計20名
　□内　　容：

（1）平成２３年度事業報告及び決算について（報告）
（2）小山市生活交通ネットワークについて(協議）
（3）危機管理マニュアルについて（協議）
（4）その他
議案審議に先立ち、新委員への委嘱状交付が行われた。
■議事要旨

（1）平成23年度事業報告及び決算について（報告）
以下の内容を中心に事務局より資料の説明があり、質疑応答ののち了承された。
・主に西部地区の再編成（郊外部のデマンドバスへの切り替えを中心）を行った。

・各路線における利用者アンケート、地区別の居住者アンケートを実施した。

・運転免許自主返納者への支援を実施した。
・サイクル＆バスライドに関係した駐輪場の整備等を進めた。

・バス停オーナー、サポーター制度の推進を行った。
・事業に対する補助金が交付され、所定の会計処理を行った。
・収支状況は、平成２３年度の再編成前後の比較で、全体的に利用者の増加、経費の削減により、補助負担が軽減されている。

・ただし、デマンドバスの利用者については伸び悩んでいるため、潜在利用者に絞ったより効果的なＰＲや説明会等を実施して、周知に努めていきたい。

［主な質疑応答］
（委員）

今回の資料のように、統計や収支など細かい数値が報告される場合は、落ち着いて確認できるように、なるべく事前に配布していただきたい。
（事務局）

今回はぎりぎりまで整理に時間が必要で、当日配布になってしまったが、基本的には事前配布に努めていきたい。
（委員）

各路線の補助額の推移などの傾向について補足説明して欲しい。また各事業者からの意見も伺いたい。

（事務局）

（資料を再説明し）全体として各事業者への補助額は減少してきている。ただし、単に費用を削減していくのではなく、交通弱者の移動手段の確保という本来の機能は維持していきたい。

（委員）

事業者としても経費節減に努めているが、予期せぬ大規模なメンテナンスが生じた場合には、それに応じた補助をお願いする場合がある。ポンチョは特にその予測が難しく、費用がかかる場合がある。

（委員）

使用する車両の古さによって、経費が変動する。

（委員）

ポンチョは特別なメンテナンスが必要で、予備車を含めていろいろと苦慮している面がある。また、スペアタイヤがないので、万一の場合に現場で運転手だけで対応できないといったこともある。

（委員）

西部のなかでも豊田エリアのデマンドバスの稼働状況が低い理由は？

（事務局）

このエリアは、沿道に人口の多い県道に思川線が運行していることから、デマンドバスへの依存度が他地区より低いと考えており、実際に、事前の説明会でも参加者が非常に少ないという地域性が見られる。

一定の登録者はあるが、実際の利用者は少ないことから、いきいきふれあいセンターなどでの追加説明会を行ったりしており、今後も実車見学や試乗会を考えている。
（委員）

未利用者へのさらに細かい意向調査などの必要があると感じる。

（委員）

そのような地域への利用推進の取り組みにはどのようにしているか？

（事務局）

既存の「バス友の会」を通じたＰＲを継続してきているが、今後はさらに一歩進んだ組織にして、より多くの意見の吸い上げをしていきたいと考えている。

（2）小山市生活交通ネットワークについて（協議）
以下の内容を中心に事務局より資料の説明があり、質疑応答ののち了承された。
・これまでの「地域公共交通活性化・再生総合事業」が「地域公共交通確保維持改善事業」に移行したことに伴い、補助申請等に必要な計画書（案）を作成したものであり、内容はこれまでの連携計画を踏襲している。

・対象となる事業期間は平成23年10月～27年９月である。

・補助申請にあたっては事業の新旧比較等が必要とされているが、小山市の生活交通ネットワークでは路線の再編成等を重ねてきたために単純な比較が難しく、とりまとめ方法については補助申請の担当部局と調整中である。

・小山市の生活交通ネットワークは、昨年10月の再編成で当初の計画が完了しており、今後はその評価と見直し作業が主体となる。

・事業としては、全体として利用者数の増加と補助額の減少が図られ、一定の効果が得られている。ただしデマンドバスについては新たな試みであり、特に西部地区は運用開始直後であることから利用者はまだ少なく、今後の周知等を継続し改善を図っていく。

［主な質疑応答］
（委員）

立木地区の県道の４車線化が進んでおり、一部の停留所については横断が危険になっていることから、停留所の位置を再検討して欲しい。

（事務局）

満願寺停留所については、ご指摘の通りの変化があったため、より安全な信号寄りに移設した。他の停留所も拡幅工事の進捗を見ながら安全対策を進めていきたい。
（3）危機管理マニュアルについて（協議）
以下の内容を中心に事務局より資料の説明があり、質疑応答ののち了承された。
・このマニュアルについては、各事業者のマニュアルの内容を確認した上で、市が作成したものである。

・既に事業者、警察などの関係機関に内容を確認していただき、概ね了承されている。

・今回は、14ページにある「台風等の暴風発生時の対応」が、通達に伴い追加されている。

［主な質疑応答］
（委員）

昨年の大震災では停電で信号が消灯したが、当社ではマニュアルに従い営業所から各車両１名づつ追加補助員を派遣し、安全確認を含めて対応できた。また、道路状況が落ち着くまで念のため運休扱いとした。日々の訓練と、現場職員の対応が大切であると感じた。
（委員）

このマニュアルに基づいた具体的な訓練などの予定は？

（事務局）

事業者、警察、消防などの関係者と定期的な講演や訓練などを実施する方向で理解は得ており、本年度の開催に向けて具体的なスケジュールは今後検討していく。
（委員）

例えば、乗車中の高齢者などが突然急病になった場合は、そのままバスで病院へ搬送するようなことはあるのか？

（委員）

これまで直接搬送した例はないが、終着ターミナルである西口へ救急車を呼んだ例は２回ほどある。

（委員）

市のマニュアルと各社のマニュアルが存在することになるが、どのように取り扱っていくことになるのか？

（委員）

上手に併用して、活用していきたいと考えている。

（委員）

例えば無差別殺傷事件などの緊急事態発生時に、車両に外部通報装置はあるのか？

（委員）

ポンチョはボタンを押すことでＬＥＤ表示が可能。市民病院線は通常のワンボックス車なので、ライトを明滅させるなどの方法をとる。

（委員）

タクシーについては、異常事態発生時に行灯の赤色点灯や無線による暗号通知などの対応で、備えをしている。

（委員）

このマニュアルでは、バスジャックへの対応と無差別殺傷などへの対応が整理されていない部分もあるようだが？

（事務局）

既存の各種マニュアルを適宜引用しながら編集されていることもあり、ご指摘のような部分もあるかも知れない。
（委員）

その件については、バス協会のマニュアルを参考にして見るといい。

（事務局）

参考にして、引き続き整理していきたい。

（4）その他
事務局、その他より以下の報告があった。

□自主運行路線の計画について（事務局より）
・大山タクシーから、バス路線の自主運行の計画について、当会議における協議実施の申し入れがあった。

・運行ルートは「小山駅東口～東部工業団地等」を巡回するものである。

・平日のみの運行で、今年10月の運行開始を予定している。

・朝夕の通勤時間帯は小山駅直通、日中時間帯は各工業団地を巡回する。既存のコミュニティバスとは直接の競合はなく、該当地域内の交通利便性は向上すると考えている。

・今回の運行計画については、地域からの要望を受けて計画したものである。

［主な質疑応答］
（委員）

図面にグラウンドの停留所が抜けているので、追加して欲しい。あとは事務局からの説明通りである。工業団地の通勤者、地域の住民、その他沿線の施設等からの要望があって、計画した。

（委員）

この路線は、小山市コミュニティバスネットワークの一部として加わることになるのか？この会議がそれに対して何らかの責任を負うものなのか？

（委員）

今回の路線はあくまでも自主運行であり、所定の事務手続きを踏めばいいのだが、市のバスネットワーク運行に携わる事業者という責任ある立場から報告させていただいたということである。

（委員）

同じような計画が今後出された場合、この会議での承認が必要なのか？

（事務局）

自主運行の場合、この会議での報告や承認が義務づけられているわけではないが、市としては交通ネットワーク全体との確認や調整が望ましいと考えており、報告と協議の場を持ちたいと考えている。

□小学生向けの副読本の配布について（県より）
・バスに関する小学生向けの副読本を例年通り県が配布することの報告があった。

・乗車体験のためバス無料利用券を添付することから、市への協力の依頼があった。

［主な質疑応答］

（委員）

副読本は小学２年生を対象に６月に配布予定である。家族などに配布対象者があればご活用いただきたい。

□関東能開大の通学バス路線について
・関東能開大へ運行していたバス路線について、今回の入札で落札できなかったため、１年間の運休届けを出す必要があることから、この会議で承認していただきたい。（質疑応答ののち、承認）
［主な質疑応答］
（委員）

他の業者が落札して運行することになったということ？

（委員）

発注者の入札条件では「小山市と隣接している地域の業者であれば参加可能」であり、下館の業者が落札した。
（委員）

これまでもずっと入札で運行業者を決めてきたのか？

（委員）

長年、当社が落札してきたが、今回は国の機関である大学の入札の基準が変わり、新たに参加した業者が落札した。

（以　上）

